
　平成２７年度実施事業については、理事・監事・評議員並びに事務局は総力を結集して

これを遂行・努力し成果を挙げることが出来た。

　実施事業

事業項目

　(1)   慰藉事業

　　　　①　地方展示会

　　　　②　語り継ぐ集い

　(2)   慰霊事業

　　　　①　中央慰霊祭

　　　　②　地方慰霊祭

　　　　③　慰霊訪問

　(3)   特別事業

　(4)   相談・調査その他事業

事業の梗概
　
　(1)   慰藉事業

　　　　①　地方展示会開催

　　　　「戦後強制抑留者に関する地方展示会」に関し、愛知・石川・岐阜

　　　　　の支部・団体の協力を得て、所期の目的を達する成果を得た。

　　　　　●中央・地方企画委員会を設置し、実施方針及び方法を決定

　　　　　●企画委員会の開催状況

　　　　　　　　中央　　２回開催

　　　　　　　　地方　１２回開催

　　　　　●展示内容は、抑留体験者の残した記録・帰国後抑留生活状況を描いた絵画

　　　　　　・その他諸資料の展示

　　　　　●開催状況

開催県 入場者数(人)

愛知県 1,440

愛知県 653

愛知県 803

岐阜県 793

石川県 250

岐阜県 740

　　　　合　計(６会場） 4,679

　平成２７年度事業報告

　　戦後強制抑留者及び遺族に対し、慰藉の念を示すことを目的として、各種事業を実施。　　

開  催  場  所 開催期間(月日）

名古屋市 名古屋市博物館 6月 2日～6月 7日

蟹江町 蟹江中央公民館 6月10日～6月14日

みよし市 みよし市文化センター 6月28日～7月 3日

可児市 可児市文化創造センター 7月29日～8月 2日

金沢市 石川県立音楽堂交流ホール 9月 7日～9月 9日

多治見市 多治見市文化会館 10月7日～11月11日
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　　　　②　抑留体験の労苦を語り継ぐ集い

　　「抑留体験の労苦を語り継ぐ集いの開催」に関し、各支部の協力を得て実施

　　　し所期の目的を達する成果を得た。

　　　　　●企画委員会を設置し方針及び方法を決定

　　　　　●集い要旨　基調講演・抑留体験者による労苦に関する体験発表

　　　　　●開催状況

開催県 参加者数(人)

愛知県 160

愛知県 128

愛知県 107

岐阜県 116

三重県 150

岩手県 83

石川県 250

埼玉県 160

岐阜県 110

鳥取県 13

千葉県 50

1,327

　(2)   慰霊事業

　　　　①　慰霊祭開催

　　　　「シベリア抑留関係慰霊祭」を中央及び地方において開催。

　　　　　◎中央慰霊祭

　　　　　　　運営企画委員会　２回開催

　　　　　　　開催日時　　　　平成２７年９月２８日　午後１時～３時

　　　　　　　開催場所　　　　都市センターホテル

　　　　　　　参加人数　　　　　３０１人

　　　　　◎地方慰霊祭

　　　　　　　運営企画委員会　各県２回開催

開  催  場  所 開催日

名古屋市 名古屋市博物館   ６月　７日

蟹江町 蟹江中央公民館   ６月１４日

みよし市 みよし市文化センター   ７月　２日

可児市 可児市文化創造センター   ８月　２日

鈴鹿市 白子公民館   ８月　８日

盛岡市 上田公民館  ８月２９日

金沢市 石川県立音楽堂交流ホール   ９月　８日

越谷市 南越谷地区センター  １０月　３日

多治見市 多治見市文化会館  １０月１１日

米子市 ふれあいの里  １１月　６日

富津市 富津市立大貫中学校   １月３０日

合　計（11会場）
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　　　　   ●開催状況

開催県 参加者(人）

長野県 59

鳥取県 26

愛知県 50

愛媛県 120

熊本県 80

北海道 40

岩手県 95

石川県 30

富山県 130

静岡県 40

三重県 50

720

　　　　②　慰霊訪問実施

　　　　　旧ソ連地域における戦後強制抑留中に死亡された方々を慰霊するため、

　　　　　　　平成２年以降実施の慰霊訪問を５９名の参加を得て実施。

　　　　　●委員会の開催状況

　　　　　　　運営委員会　２回開催

　　　　　●実施状況

参加者
（名）

開  催  場  所 開催月日(平成27年）

 伊那市 春日公園 　　　４月１８日

 東伯郡湯梨浜町 慰霊碑前 　　　５月１５日

 名古屋市 桜華会館 　　　５月１７日

 松山市 万葉植物園 　　　５月２３日

 合志市 熊本県農業公園 　　　８月　９日

 札幌市 真駒内滝野霊園　 　　　８月２０日

 盛岡市 上田公民館 　　　８月２９日

 金沢市 本多の森緑地公園 　　１０月　４日

 高岡市 ふれあい福祉センター 　　１０月１１日

 富士市 中島小公園 　　１１月　８日

 津市 墓地公園（旧陸軍墓地） 　　１１月　８日

　　　　　　合　計（11支部）

班 名 実施期間 主たる訪問地 　　　　　　　 

クラスノヤルスク班 ５
 6月23日～
    6月28日

クラスノヤルスク

 ザバイカリエ班
（旧チタ）

９
 8月18日～
    8月25日

ハバロフスク　ブカチャーチャ　チタ　
カリムスカヤ　コクイ　ジプヘーゲン　

極東班 ６
 8月23日～
    8月27日

ハバロフスク  アルセーニエフ　
スイソエフカ　アルチョム　

沿海地方 7
 8月23日～
    8月27日

ウラジオストック　アルチョム　
パルチザンスク    ナホトカ　
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　(3)   特別事業

　 日露交流事業実施

　　懸案の諸問題解決促進のため、ロシア連邦関係省庁を訪問し、可及的速やかな

　　各問題解決に協力要請を行った。

　　    ●訪問先及び面談者

　　    　９月２２日（火）　ロシア連邦公文書局

　　　　　　タラソフＶ.Ｐ.  副局長

　　　　　　チェルネンコフＫ.Ｇ.国際関係副部長

　　　　　　イヴァノヴァ・Ｅ 公文書局国際情報サービス・国際関係部コンサルタント

　　    　９月２３日（水）　国立軍事古文書館

　　　　　　コロタエフＶ.Ｉ 副館長

　　    　９月２４日（木）　ロッテホテル３階ラウンジ

　　　　　　外務省領事局アジア諸国部部長
　　ブローニン、ヴァシーリー・リヴォーヴィチ

　　　　　　国防省戦没者記念局局長
　　ポポフ、ウラジーミル・ヴァシーリエヴィチ

　　　　　　国際協会「軍事メモリアル」会長
　　ピリャーエフ、エヴェゲーニー・アナトリエヴィチ

　　　　　　国際協会「軍事メモリアル」副会長
　　トロチコ、ヴァシーリー・ヴァシーリエヴィチ

　　    　９月２４日（木）　ロシア国立社会政治歴史公文書館

　　　　　　ソローキン、アンドレイ・コンスタンチノヴィチ 館長

　　　　　　コートフ、セルゲイ・アンドレエヴィチ 副館長

 ハバロフスク
Ａ班

7
 8月25日～
    8月31日

ハバロフスク　コムソモリスク　
ピヴァニ　　　ホール

 ハバロフスク
Ｂ班

８
 8月25日～
    8月30日

ハバロフスク　アムール 
クリドゥール  ティルマ

イルクーツク州 ８
 8月25日～
    8月30日

イルクーツク  マリタ　チェレンホーボ
タイシェット  チュナ  バイカル湖周辺

アルタイ班 ９
 8月29日～
    9月 2日

バルナウル 
ルプツォフスク（ロストフカ）
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　(4)   相談・調査・その他事業

　　  　中央並びに各支部において、常時関係者よりの相談・調査等に対応する

　　　　とともに宣伝・啓蒙等の関連諸事業を実施

　　    ●相談・調査照会内容別概数
（単位：件）

ＮＯ
中　　央

（ホームページ他）

１         200

２         100

３ 　　　　 30

４           3

５          10

６          28

７           3

８          22

        396

　　    ●啓蒙・宣伝・その他事業

          ①平成２８、２９年度予算要求

　　　　　②「財団だより」の発行・配布

　　　　　③ホームページの維持・管理・更新作業

　　　　　④抑留中没収の私物品(写真・絵等）の入手・返還

　　　　　⑤入ソ時作成の個人登録文書の翻訳

　　　　　⑥各種団体実施のシベリア抑留関連行事に参加

　　　　　⑦厚生労働省所管のシベリア抑留中死没者遺骨収集作業に従事者を派遣、

　　    　　並びに、遺骨引渡し式に参列

　　　　　⑧平成２７年度事業計画に基づき本協会記念史誌の編集並びに資料収集

          ⑨一般財団法人へ移行後の定款に基づく会議並びに業務

          ⑩厚生労働省遺骨収集帰還事業等評価委員会に評価委員として参画

          ⑪遺骨収集推進法案に伴う新法人設立準備「法人設立連絡会議」に出席

         

件　　　　名  地　　方

慰 霊 訪 問 に 関 す る 問 題 61

埋 葬 地 に 関 す る 問 題 50

49

遺 骨 収 集 に 関 す る 問 題 44

補 償 要 求 に 関 す る 問 題 61

恩給・年金に関する問題 57

　　         小　　　計 429

　　         合　　　計 825
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慰 霊 碑 に 関 す る 問 題 77

記 念 館 に 関 す る 問 題 30

そ の 他 の 問 題
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